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1．調査概要 

1-1．調査目的 

雷別地区自然再生モデル事業地周辺の自然環境を明らかにするため、基礎的な生態系調

査の一環として、鳥類の調査を実施する。 

 

1-2．調査箇所 

標茶町 雷別地区（根釧西部森林管理所管轄 293 林班とその周辺） 

 

1-3．調査時期 

秋季調査 ： 平成 17 年 10 月 16 日、17 日 

冬季調査 ： 平成 18 年 1 月 10 日、12 日 

 

1-4．調査内容 

ラインセンサス法、定点観察法を用いて鳥類相調査を行った。また、10 月には夜間の

定点観察も行った。各調査法については次の通りである。 

 

（1）ラインセンサス法 

調査地内に設定したルートを時速 2～

3km 程度で歩き、ルートの片側 25m（両側

50m）に出現した種と個体数を記録した。な

お、範囲を越える場所で確認した鳥類につ

いても同定が出来る限り、記録を行った。調

査ルートは環境を勘案し、2 ルートを設定し

た。 

 

（2）定点観察法 

調査地点に 2 時間とどまり、出現した種お

よび個体数を記録した。調査地点は出来る

だけ調査地区を見わたせるように、眺望のよ

いところに 2 地点を設定した。 

 

 

（3）夜間鳥類調査（定点観察法） 

夜行性の鳥類を対象とし、日没直後から

2 時間一定箇所にとどまり、主に鳴声による

種の確認を行った。調査地点は環境を勘案

し 2 地点を設定した。 
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1-5．調査位置 

ラインセンサス、定点観察及び夜間鳥類調査地点を図 1-1 に示し、各地点の概要を下記に

示した。 

 

（1）ラインセンサス 

R-1 

  

         起 点                  終 点 

全長 1.5km のルートで

ある。ルート沿いにはカ

ラマツ植林、アカエゾマ

ツ植林、ミズナラとシラカ

ンバなどからなる広葉樹

林、沢地が見られる。沢

地にはハンノキ、ハルニ

レ、エゾノコリンゴ、ハシ

ドイ、ホザキシモツケ、ヨ

シなどが生育する。 

R-2 

  

 起 点                 終 点 

全長 2.0km のルートで

ある。ルート沿いにはトド

マツ立枯被害跡地、トド

マツ植林、ケヤマハンノ

キとシラカンバからなる

広葉 樹林、牧 草地など

が見られる。 
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（2）定点観察（夜間鳥類調査） 

P-1 

   

自然再生事業地のトド

マツ立枯被害跡地の尾

根 に設 定 した。周 辺 に

はトドマツ、ミズナラ、シ

ラカンバ、ハリギリ、ハル

ニレ、ケヤマハンノキな

どが見られる。林床はオ

オクマザサが優占し、オ

オヨモギ、ハンゴンソウな

ども見られる。この地点

では昼間の定点観察及

び夜間鳥類調査を実施

した。 

P-2 

   

自然再生事業地のトド

マツ立枯被害跡地の尾

根 に設 定 した。周 辺 に

はトドマツ、ミズナラ、シ

ラカンバ、ハルニレなど

が見られる。林床はオオ

クマザサが優占する。こ

の地点では昼間の定点

観察を実施した。 

P-3 

   

尾根沿いの雷別林道

上 に設 定 した。周 辺 に

はトドマツ林、アカエゾマ

ツ林、シラカンバ、ミズナ

ラ、ハルニレ、ヤチダモ

からなる広 葉 樹 林 が見

られる。この地点では夜

間 鳥 類 調 査 を 実 施 し

た。 
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2．調査結果 

調査の結果、9 目 20 科 43 種の鳥類を確認した。確認した鳥類は表 2-1 に示した。 

下表は鳥類の目別の科数及び種類数を表したものである。 

 

目別の科数及び種類数 

No. 目 科数 種数 

1 カモ 1 3 

2 タカ 1 5 

3 キジ 1 1 

4 ツル 1 1 

5 チドリ 1 1 

6 ハト 1 1 

7 フクロウ 1 1 

8 キツツキ 1 5 

9 スズメ 12 25 

合

計 
9 20 43 

 

目別の科数及び種類数ではスズメ目の 12 科 25 種が最も多く、次いでタカ目、キツツキ目の

1 科 5 種、カモ目の 1 科 3 種、キジ目・ツル目・チドリ目・ハト目・フクロウ目の 1 科 1 種の順であ

った。 

確認した種は調査地の環境を反映する結果となった。本地区は針葉樹植林地、広葉樹二

次林などの森林環境がほとんどを占めており、確認された種のほとんどが樹林性の種であった。

この他に沢地（湿地）、調査地周辺の牧草地などの環境がみられ、タンチョウなどの湿地、草地

などを生息地にする種も確認した。 
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調査日：秋季　平成17年10月16日・17日

冬季　平成18年1月10日・12日

秋季 冬季 秋季 冬季

カモ カモ オオハクチョウ 冬鳥・旅鳥 河川・湖沼 ○

オシドリ 夏鳥 河川・湖沼 ○ ｒ

オナガガモ 冬鳥・旅鳥 河川・湖沼 ○

タカ タカ トビ 周年 森林・草原・市街地・河川・湖沼・海 ○ ○ ○ ○

オジロワシ 周年・冬鳥 海・河川・湖沼 ○ b,c,f,m

オオワシ 冬鳥 海・河川・湖沼 ○ ○ b,c,f,n

オオタカ 周年 森林・草原 ○ c,g,n

ノスリ 周年 森林・草原・河川・湖沼・海 ○ ○ ○

キジ ライチョウ エゾライチョウ 周年 森林 ○ h,p

ツル ツル タンチョウ 周年 草原・河川・湖沼 ○ ○ a,c,f,n

チドリ シギ ヤマシギ 夏鳥 森林 ○

ハト ハト キジバト 夏鳥 森林・草原・市街地 ○

フクロウ フクロウ フクロウ 周年 森林 ○

キツツキ キツツキ ヤマゲラ 周年 森林 ○

クマゲラ 周年 森林 ○ ○ ○ b,g,n

アカゲラ 周年 森林 ○ ○ ○ ○

オオアカゲラ 周年 森林 ○ i

コゲラ 周年 森林 ○ ○ ○ ○

スズメ ヒヨドリ ヒヨドリ 周年 森林・市街地 ○ ○ ○ ○

ミソサザイ ミソサザイ 周年 森林 ○ ○ ○

ウグイス ウグイス 夏鳥 森林 ○

キクイタダキ 周年 森林 ○

エナガ エナガ 周年 森林 ○ ○

シジュウカラ ハシブトガラ 周年 森林 ○ ○ ○ ○

コガラ 周年 森林 ○

ヒガラ 周年 森林 ○ ○ ○ ○ ○

シジュウカラ 周年 森林 ○ ○ ○ ○ ○

ゴジュウカラ ゴジュウカラ 周年 森林 ○ ○ ○ ○ ○

キバシリ キバシリ 周年 森林 ○ ○ ○ ○

メジロ メジロ 夏鳥 森林 ○

ホオジロ アオジ 夏鳥 森林・草原 ○ ○ ○

アトリ アトリ 冬鳥・旅鳥 森林 ○ ○

カワラヒワ 夏鳥 森林・草原・市街地 ○ ○

マヒワ 周年 森林 ○ ○ ○ ○

ギンザンマシコ 周年・冬鳥 森林 ○ ○ h

イスカ 周年 森林 ○

ウソ 周年 森林 ○

シメ 夏鳥 森林・草原 ○ ○ ○

ムクドリ コムクドリ 夏鳥 森林・市街地 ○ ○

ムクドリ 周年 森林・市街地 ○ ○

カラス カケス 周年 森林 ○ ○ ○ ○ ○

ハシボソガラス 周年 草原・市街地・河川・湖沼・海 ○ ○ ○

ハシブトガラス 周年 森林・草原・市街地・河川・湖沼・海 ○ ○ ○ ○ ○

24 20 22 18 13 4 3

注2）指定内容

発行年

1950年

1995年政令　　改正1998年

2001年

2002年

注3）時期および主な生息環境は「北海道野鳥図鑑　2003年　亜璃西社」を参考とした。

　　　時期はその種が生息する主要な時期を以下に示す用語で示した。

　　　　周年：年間を通して見られるもの。　　夏鳥：春季から夏季の繁殖期に渡来するもの。　　冬鳥：秋季から冬季に渡来し越冬するもの。

　　　　旅鳥：春秋に道内を通過するもの。

時期（注3）

5目16科
32種

3目11科
26種

9目20科43種 種合計

北海道の希少野生生物　北海道レッドデータブック2001

改訂　日本の絶滅のおそれのある野生生物
－レッドデータブック－

主な生息環境（注3）

指定等文献

文化財保護法

3目
3科
3種

6目6科 9種

c.国内希少野生動植物種

和名（注1）
ラインセンサス 定点観察

カテゴリー

a.特別天然記念物，b.天然記念物

4目
10科
13種

4目
4科
4種

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関わる法律

j.絶滅，k.野生絶滅，l.絶滅危惧ⅠA
類，m.絶滅危惧ⅠB類，n.絶滅危惧Ⅱ
類，o.準絶滅危惧，p.情報不足，q.絶
滅のおそれのある地域個体群

d.絶滅種，e.絶滅危機種，f.絶滅危惧
種，g.絶滅危急種，h.希少種，i.留意
種

表2-1　確認鳥類一覧

注1）種の配列・和名は「日本鳥類目録　改訂第6版（日本鳥学会、2000年）に基づく。

夜間
定点
観察

移動時
指定等鳥類の

指定内容
（注2）

その他
調査時

目名 科名
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(1) ラインセンサス 

ラインセンサスでは 5 目 16 科 32 種の鳥類を確認した。ラインセンサスの結果については

表 2-2 に示した。また、平均多様度を求め、地点を比較した。 

 

Shnnon-Wiever 関数 H’  

H’ = -Σ〔(ni /N)･log2(ni /N)〕 

ni は i 番目の種の個体数、N は総個体数 

 

・R-1 

秋季調査 

優占種にはマヒワ（25.0%）、ヒガラ（15.2%）、ハシブトガラ（14.4%）があげられる。1km 当

たりの個体数は 44.0 羽であった。多様度指数は 3.1 であった。 

冬季調査 

優占種はマヒワ（54.2%）が突出した。次いでヒガラ（16.7%）、ハシブトガラ（10.8%）となっ

ている。1km 当たりの個体数は 40.0 羽であった。多様度指数は 2.3 であった。 

・R-2 

秋季調査 

優占種としてはヒガラ（28.3%）、マヒワ（22.2%）、ハシブトガラ（13.6%）があげられる。1km

当たりの個体数は 69.8 羽であった。多様度指数は 3.0 であった。 

冬季調査 

優占種はヒガラ（72.3%）が突出した。次にハシブトガラ(6.3%)となっている。1km 当たりの

個体数は 47.8 羽であった。多様度指数は 1.7 であった。 

 

優占種となったマヒワ、ヒガラ、ハシブトガラは非繁殖時期には群れで行動することが多いた

め個体数が多く確認された。これらの種の確認状況は針葉樹林での採餌行動がほとんどであ

る。 

また、R-2 では R-1 より出現種数が多いが、多様度指数を見ると、秋季及び冬季において

R-2 より R-1 で大きい。 

R-2 ではトドマツ植林が環境要素の大部分を占めることに対して、R-1 ではカラマツ植林が

多くを占めている。調査では、カラマツ植林よりトドマツ植林での鳥類の出現が多かった。この

ため、R-2 ではハシブトガラ、ヒガラ、マヒワなど、非繁殖時期に群れで行動する種の出現個体

数が他の種に比べ極端に多くなった。

平均多様度は、群集構造の種の均

一性を表現しているため、R-2 で見

られた個体数の偏りの結果、多様度

が小さくなったと推察される。 

多様度指数    

  (H') (H')地点別 (H')全体 

R-1 秋季 3.1 

 冬季 2.3 
3.0 

R-2 秋季 3.0 

  冬季 1.7 
2.8 

3.0 
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10/16 10/17 1/10 1/12 10/16 10/17 1/10 1/12

オナガガモ 13 4.3 9.8   

トビ 2 0.7 1.7 +   ＋   

オオワシ 1 0.3 0.8   

ノスリ ＋ 1 0.3 0.8 ＋   

タンチョウ   2 0.5 0.7   

ヤマゲラ   1 0.3 0.5

クマゲラ   +     

アカゲラ 1 0.3 0.8 1 0.3 0.8 1 0.3 0.4   

オオアカゲラ   1 0.3 0.5

コゲラ 2 0.7 1.5 1 0.3 0.8 2 1 0.8 1.1 1 0.3 0.5

ヒヨドリ 1 0.3 0.8 1 1 0.5 1.0

ミソサザイ   1 0.3 0.4   

ウグイス 1 0.3 0.8   1 0.3 0.4   

キクイタダキ   1 + 0.3 0.4   

エナガ 6 2.0 5.0 2 0.5 0.7   

ハシブトガラ 11 8 6.3 14.4 7 6 4.3 10.8 21 17 9.5 13.6 3 9 3.0 6.3

ヒガラ 13 7 6.7 15.2 13 7 6.7 16.7 30 49 19.8 28.3 54 84 34.5 72.3

シジュウカラ 4 4 2.7 6.1 2 0.7 1.7 9 2.3 3.2   

ゴジュウカラ 8 2 3.3 7.6 2 2 1.3 3.3 10 11 5.3 7.5 2 7 2.3 4.7

キバシリ 1 0.3 0.8 ＋   2 0.5 0.7   

メジロ   2 0.5 0.7   

アオジ 2 11 4.3 9.8   16 10 6.5 9.3   

アトリ   +     

カワラヒワ   9 8 4.3 6.1   

マヒワ 13 20 11.0 25.0 3 62 21.7 54.2 53 9 15.5 22.2 2 0.5 1.0

ギンザンマシコ   8 2.0 4.2

ウソ   2 0.5 1.0

シメ   6 1.5 2.2   

コムクドリ 6 2.0 4.5     

カケス 4 1 1.7 3.8 1 1 0.7 1.7 1 3 1.0 1.4 2 3 1.3 2.6

ハシボソガラス   ＋   

ハシブトガラス ＋ 1 0.3 0.8 + 2 0.5 0.7 9 1 2.5 5.2

合計(羽） 77 55 44.0 100.0 35 85 40.0 100.0 156 123 69.8 100.0 84 107 47.8 100.0

表2-2　ラインセンサス結果

3目7科15種

dom
(%)

n/km
調査日

冬季

調査日
n/km

目科種

3目10科13種

注：　+＝センサス範囲（片側25m）外での出現記録、n＝個体数、n/km＝1km当たりの出現個体数、dom(dominance)＝優占度の略。

5目16科32種

調査日
n/km

dom
(%)

dom
(%)

4目13科22種3目9科15種

4目16科19種 4目14科28種

R-1　（調査距離：1.5km） R-2　（調査距離：2.0km）

冬季

調査日
n/km

dom
(%)

秋季秋季
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(2) 定点観察 

定点観察では 3 目 11 科 26 種の鳥類を確認した。定点観察の結果については表 2-3 に

示した。 

 

・P-1 

秋季調査 

出現数が多かった種としては、マヒワ（11.5 羽）、ヒガラ（8.0 羽）、ゴジュウカラ（6.0 羽）が

あげられる。 

冬季調査 

出現数が多かった種としては、マヒワ（16.0 羽）、ヒガラ（5.5 羽）、ゴジュウカラ（4.0 羽）が

あげられる。 

・P-2 

秋季調査 

出現数が多かった種としては、カワラヒワ（12.5 羽）、マヒワ（11.0 羽）、カケス（7.0 羽）が

あげられる。 

冬季調査 

出現数が多かった種としては、マヒワ（10.0 羽）、ヒガラ（8.5 羽）、ゴジュウカラ（4.0 羽）が

あげられる。 

 

優占種となったマヒワ、ヒガラ、カワラヒワは群れで行動するため個体数が多く確認された。 
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調査地点

調査日 10/16 10/17 平均 1/10 1/12 平均 10/16 10/17 平均 1/10 1/12 平均

トビ 2 1 1.5  1 0.5 1 1 1.0    

オジロワシ   1  0.5

オオワシ 1 1.0 1 1 1.0

ノスリ 1 1 1.0   1 4 2.5  1 0.5

クマゲラ   1 0.5    

アカゲラ 1 1 1.0   5 1 3.0    

コゲラ 1 1 1.0 1  0.5 2 1.0    

ヒヨドリ 1 2 1.5  1 0.5    

ミソサザイ   1 0.5    

ハシブトガラ 4 2.0 4 2 3.0 3 4 3.5 2 2 2.0

ヒガラ 8 8 8.0 8 3 5.5 3 9 6.0 4 13 8.5

シジュウカラ 1 4 2.5  2 1.0    

ゴジュウカラ 9 3 6.0 4 4 4.0 1 6 3.5 2 6 4.0

キバシリ 1 0.5 1  0.5 2 1.0    

アオジ   1 0.5    

アトリ 1  0.5    

カワラヒワ 1 2 1.5   3 22 12.5    

マヒワ 14 9 11.5 29 3 16.0 15 7 11.0 16 4 10.0

ギンザンマシコ  5 2.5    

イスカ 1 0.5   1 0.5    

シメ 5 5 5.0 5  2.5 2 1.0  3 1.5

コムクドリ   2 1.0    

ムクドリ 3 1.5      

カケス 4 5 4.5  1 0.5 8 6 7.0  2 1.0

ハシボソガラス 4 2.0  2 1.0 1 6 3.5 4  2.0

ハシブトガラス 3 4 3.5 4 1 2.5 2 2 2.0 1 6 3.5

合計(羽） 56 54 55.0 58 25 41.5 45 78 61.5 31 38 34.5

冬季 秋季 冬季

3目9科21種 3目10科21種

表2-3　定点観察結果

目科種

3目9科18種 3目10科19種3目8科16種 3目5科11種

3目11科26種

P-1 P-2

秋季
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（3）夜間鳥類調査 

夜間鳥類調査では 4 目 10 科 13 種の鳥類を確認した。夜間に活動するフクロウとヤマシギ

の 2 種は夜間鳥類調査のみで確認された。 

 

調査地点

調査日 10/16 10/17 平均 10/16 10/17 平均

ヤマシギ 1 0.5

フクロウ 1 1 1.0 2 1.0

クマゲラ 2 1.0 1 0.5

アカゲラ 1 0.5

ヒヨドリ 1 0.5

ミソサザイ 2 1.0 1 0.5

ヒガラ 3 1.5 4 3 3.5

シジュウカラ 2 1.0

ゴジュウカラ 2 2 2.0

アオジ 2 1.0 2 1.0

ムクドリ 7 3.5

カケス 1 3 2.0 2 2 2.0

ハシブトガラス 2 1.0 1 0.5

合計(羽） 9 23 16.0 10 9 9.5

P-1

3目9科12種

P-3

4目7科8種
目科種

4目10科13種

表2-4　夜間定点観察結果

 

 

（4）その他調査時及び移動時に確認した鳥類 

その他調査時及び移動時に確認した鳥類は、鳥類調査以外の調査時及び移動している

時に確認した種の内、ラインセンサス、定点観察（夜間鳥類調査）で確認していない種と指定

等鳥類の記録を行った。 

その他調査時及び移動時に確認した鳥類としてはオオハクチョウ、オシドリ、オオタカ、エゾ

ライチョウ、タンチョウ、キジバト、コガラの 7 種があげられる。オシドリは平成 17 年 10 月 6 日、

エゾライチョウとキジバトは平成 17 年 9 月 28 日にその他調査時に確認された。オオタカ、タン

チョウは秋季の鳥類調査時の移動時に確認され、オオハクチョウとヒガラは冬季の移動時に確

認した。 
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（5）指定等鳥類 

確認した鳥類のうち、指定等鳥類に該当する種はオシドリ、オジロワシ、オオワシ、オオタカ、

エゾライチョウ、タンチョウ、クマゲラ、オオアカゲラ、ギンザンマシコの 9 種があげられる。各種の

指定状況を表 2-5 に示し、確認状況を表 2-6、確認位置を図 2-1 に示した。クマゲラについて

は定点観察地点の P-1 付近で採餌痕も確認された。 

 

表 2-5 指定等鳥類の指定状況 

カテゴリー 

種  名 
天然記念物等 種の保存に関わる法律

北海道 

RDB(2001) 

環境省 

RDB(2002) 

オシドリ   希少種  

オジロワシ 天然記念物 国内希少野生動植物種 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠB 類 

オオワシ 天然記念物 国内希少野生動植物種 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 

オオタカ  国内希少野生動植物種 絶滅危急種 絶滅危惧Ⅱ類 

エゾライチョウ   希少種 情報不足 

タンチョウ 特別天然記念物 国内希少野生動植物種 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 

クマゲラ 天然記念物  絶滅危急種 絶滅危惧Ⅱ類 

オオアカゲラ   留意種  

ギンザンマシコ   希少種  

計（種数） 4 4 9 6 

 

文  献  名 

天然記念物等 ・・・ 文化財保護法（1950 年） 

種の保存に関わる法律 ・・・ 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関わる法律（1995 年政令、1998 年改訂）

北海道 RDB(2001) ・・・ 北海道の希少野生生物 北海道レッドデータブック 2001 （北海道、2001 年） 

環境省 RDB(2002) ・・・ 改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－（環境省、2002 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         クマゲラの採餌痕 
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表 2-6 指定等鳥類確認状況 

No. 和名 確認日 個体数 確認時間 確認状況 

1 オシドリ 平成 17 年 10 月 6 日 1 12：13 飛翔移動（♀）。 

2 オジロワシ 平成 18 年 1 月 12 日 1 9：58 飛翔移動（成鳥）。 

3 オオワシ 平成 18 年 1 月 10 日 1 11：26 飛翔移動（成鳥）。 

4 オオワシ 平成 18 年 1 月 12 日 1 10：29 飛翔移動（成鳥）。 

5 オオワシ 平成 18 年 1 月 12 日 1 10：29 飛翔移動（成鳥）。 

6 オオワシ 平成 18 年 1 月 12 日 1 13：40 飛翔移動（幼鳥）。 

7 オオタカ 平成 17 年 10 月 17 日 1 5：45 飛翔移動（成鳥♀）。 

8 エゾライチョウ 平成 17 年 9 月 28 日 1 10：30 飛翔移動。 

9 タンチョウ 平成 17 年 10 月 16 日 1 6：51 牧草地でとまり（成鳥）。 

10 タンチョウ 平成 17 年 10 月 17 日 2 7：07 飛翔移動（成鳥）。 

11 クマゲラ 平成 17 年 10 月 7 日 - 11：05 トドマツに採餌痕を確認。 

12 クマゲラ 平成 17 年 10 月 16 日 1 5：59 トドマツにとまり。その後飛翔（♀）。 

13 クマゲラ 平成 17 年 10 月 17 日 1 8：00 鳴声の確認。 

14 クマゲラ 平成 17 年 10 月 17 日 1 16：13～16 ドラミングを確認。その後飛翔（鳴声）。 

15 クマゲラ 平成 17 年 10 月 17 日 1 16：13 鳴声の確認。 

16 オオアカゲラ 平成 18 年 1 月 10 日 1 9：42 広葉樹林で採餌（♂）。 

17 ギンザンマシコ 平成 18 年 1 月 10 日 8 9：25 トドマツ林で採餌。 

18 ギンザンマシコ 平成 18 年 1 月 10 日 5 9：25 広葉樹樹上にとまり。その後飛翔。 
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（6）その他確認動物 

調査中に鳥類以外に哺乳類が確認された。確認された哺乳類はエゾリス、エゾシマリス、エ

ゾユキウサギ、エゾシカ、キタキツネである。 

エゾリスは冬季調査のラインセンサス（R-2）で 1 個体を目撃した。また、R-1 では足跡を確認

した。エゾシマリスは秋季調査時にラインセンサス（R-2）周辺で 1 個体を目撃した。エゾユキウ

サギは冬季調査時に調査範囲全域で多数の足跡が確認された。エゾシカは冬季調査時に定

点観察（P-1）で雄ジカを 2 頭目撃した。足跡は調査範囲全域に見られたが小数である。その中

で P-1 周辺は比較的多く確認され、休息跡なども確認された。キタキツネは冬季調査時に足跡

を確認した。 
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3．まとめ 

・  調査の結果 9 目 20 科 43 種の鳥類を確認した。 

・ 確認された種は調査地の環境を反映し、主要な生息環境を森林とする種が多くを占めた。 

・ ラインセンサス及び定点観察での優占種はヒガラ、ハシブトガラ、ゴジュウカラ、マヒワ等であっ

た。これらの種は群れで行動するため個体数が多く確認された。 

・ 夜間鳥類調査では、夜間に活動する種としてフクロウ、ヤマシギの 2 種が確認された。 

・ 確認した鳥類のうち、指定等鳥類に該当する種はオシドリ、オジロワシ、オオワシ、オオタカ、エ

ゾライチョウ、タンチョウ、クマゲラ、オオアカゲラ、ギンザンマシコの 9 種である。 

・ 今年度の調査は、秋季と冬季のみであったため、雷別地区の鳥類相を把握するには春季と夏

季の調査を行うことが必要である。 
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